
北
陸
道
方
言
の
．
土
日
属
に
つ
い
て

、

愛
宕
　
八
．
．
郎
康
隆

県

壷

I国

名

地
点
番
号

調査地

声 ．．名

県

壷

！国

名

！地

点
番

1号

由査咄

＼
点 ・名

県

名

．国
！名

昏
調査地

‘点　 名

県

名

国

名

地
点
番
号

l
調査地

点　 名

越

由

⊥

2

立 ．石
福

井

越

前

加

賀

望

14

三．谷

石

川

舘

翌

25 赤 ．崎 能

翌

越

中

竺

38

向．田

料　 渾 勝　 山 26 剣　 地 祖母ケ浦

旦

4

大比田 15 岩　 屋 翼

型

29

・大　 泊 堕

竺

輿

望

竺

懇

望

竺

折　 戸

河　 野 16 杉　 山 腰　＿細

富

山

氷　 見

5 梅・捕 17 谷 ．垣」軋 高　 岡

6 大丹生 18 凪 30 皆　 月 四 ．方

7

旦

細呂木
石

川

堕

垂

橋　 立 型

型

翼

型

35

門　 前 蛭　 谷

大　 開 大道谷 能登三井 西赤尾

旦。畠′犀 21 ．自　 峯 名・舟 捕

些

旦

12

字渾犀 22

垂

24

碍　 東 埼　 粕 摘ノ谷
萩　 生 千旦浜 甲
‾‾．‾‾‾　　　「　　　－
撃　 穴 冒　 来 36 桂　 川

電本文の用例注記中・F・I・Tと卒るのは、それぞれ、

福井・石川・富山県の路官として用いたものであ皐。
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∵′
北
陸
地
方
に
、
㌦
ホ
十
割
ノ
ご
（
そ
う
で
す
よ
ね
え
。
）
の
よ
う
に
、

普
泣
「
ヤ
」
．
（
で
す
）
に
習
う
と
こ
ろ
賀
・
「
ヤ
イ
」
．
と
冒
ケ
郡
輿
が
認
め
ら

れ
る
。
こ
の
「
ヤ
」
か
ら
「
ヤ
イ
」
と
い
う
よ
う
に
派
鐘
を
み
た
と
思
わ
れ
る

〕
－
．
注
1

…
吾
を
、
勝
原
先
生
の
靭
命
名
に
な
ら
っ
て
「
イ
音
犀
」
と
名
づ
け
た
い
。

〔
・
▼
注
2

こ
の
種
の
郡
輿
は
l、
近
放
り
山
陽
の
地
方
に
も
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
必
ず
し

も
北
陸
辺
方
冒
l
に
棺
布
な
冒
打
祁
輿
で
は
な
い
が
、
北
陸
地
方
に
は
、
や
は
り

北
陸
Ⅲ
方
冒
な
り
に
の
、
方
処
的
な
あ
ら
わ
れ
方
が
鵠
め
ら
れ
る
よ
う
に
恩

．
勇
）
T
〔
西
赤
屋
〕

日
間
投
部
に
あ
ら
わ
れ
た
場
合

l

（
例
）
◎
不
可
ホ
ラ
イ
利
可
チ
ヤ
ア
デ
モ
「
・
・

今
そ
れ
勝
山
鴨
方
で
も
…
…
。
（
老
男
土
日
男
）
舎
岩
屋
〕

拗
そ
の
他
の
場
合

と
い
ぅ
よ
う
に
整
理
し
て
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
∵
1

・
以
下
、
こ
の
順
に
し
た
が
っ
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

′
つ
。

こ
の
小
的
で
は
、
主
と
七
て
北
陸
漬
方
冒
に
お
い
て
、
今
日
、
「
イ
菅
尾
」

が
ど
の
よ
う
な
あ
ら
わ
れ
方
を
元
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な

窮
甥
効
斑
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
を
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
・
＼

〓

北
陸
道
方
曽
の
「
イ
菅
尾
」
載
、
そ
れ
が
文
裏
甥
の
ど
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
か

に
よ
っ
て
、
お
お
む
ね
、
次
の
四
つ
の
切
合
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、

H
述
部
の
宋
机
に
あ
ら
わ
れ
た
吻
合
、

∴
例
）
O
．
オ
ン
シ
　
ド
コ
イ
　
イ
ク
ソ
ジ
ヤ
イ
　
4
1
。

あ
な
た
は
ど
こ
へ
行
く
の
で
す
か
ね
え
。
（
老
女
・
▼
老
好
）

P
〔
字
相
田
〕

、
臼
文
未
部
の
末
代
に
あ
ら
わ
れ
た
切
合

（
例
）
◎
列
」
判
ツ
イ
　
ハ
イ
。
お
揖
う
ご
ざ
い
ま
す
ね
え
。
（
中
女
－
中

三
・

日
述
部
の
未
鵬
に
l
あ
ら
わ
れ
た
場
合

・
当
方
言
の
イ
菅
尾
申
、
こ
の
場
合
が
最
も
優
勢
で
あ
る
が
、
4
、
．
こ
の
場
合

か
更
に
へ
イ
帝
が
ど
の
よ
ヶ
な
母
音
に
派
鐘
を
起
し
で
い
る
か
の
観
点
か
ら
な

が
め
右
と
、
優
努
な
順
に
、

－91－「

）
可
！
〕

“
ニ
ー
い
…
…
（
丁
ヤ
イ
」
な
ど
）

〔）
の
〕

桓
『
い
・
つ
∴
T
O
互
l
　
嘗
）

M
で
㌣
∴
丁
ヂ
ス
イ
」
な
ど
）

〔

と
、
三
つ
の
切
合
を
認
め
る
・
l
ナ
と
が
で
き
号

三
ノ
・
一
・

′



ノ
‘

〕
・

の
㍗
出
の
場
合

〔

　

．

こ
の
中
で
は
優
勢
な
順
に
、

ヽ

一

　

　

　

　

　

ヽ

ノ

　

　

　

　

　

　

ヽ

ノ

a
I
ヤ
ィ
、
b
I
ジ
ャ
イ
ド
C
I
y

′

．

ヽ

　

　

・

　

　

　

　

　

′

．

ヽ

　

　

　

　

l

　

・

　

　

′

l

ヽ

ヽ
ノ

」
ッ
チ
ャ
イ
、
．
。
1
タ
イ
な
ど
が
あ
け
ら
．
れ
．
る
、

（

ヽ

ノ

　

．

a
～
・
ヤ
イ

′
＿
ヽ

．
）

一
－
ヤ
ィ
、
d

．
（

私
た
ち
の
苦
い
頃
の
よ
う
に
今
は
も
う
栃
の
輿
が
な
ら
な
い
の
で
す

っ
て
は
よ
。
（
老
女
1
砕
勇
）
／
P
〔
大
桐
〕

◎
列
イ
ブ
　
ク
ツ
刺
可
有
　
明
－
。
大
分
た
つ
の
で
す
よ
。
（
悪
女
1
間
）

、
1
〔
宵
来
〕

．
⑳
ホ
ン
可
ノ
刊
打
一
ケ
t
。

そ
う
な
の
で
す
よ
。
（
小
舅
1
老
男
）
　
I
〔
折
戸
〕

◎
叫
つ
ヤ
イ
　
ネ
。
l
ど
こ
で
す
か
ね
。

◎
ゴ
可
叫
．
ナ
ン
可
イ
ノ
ー
O
l
狂
の
）

、

（
少
男
1
中
女
）
　
で
〔
高
岡
〕

◎
抜
マ
ネ
ギ
　
ヒ
ヤ
、
㌃
　
イ
ク
ラ
刊
引

玉
葱
は
百
匁
い
く
ら
で
す
か
ね
。

（
老
女
1
申
男
）

五
番
（
の
堂
晶
）

ネ
。

（
中
女
l
▼
中
男
）

I
〔
大
泊
〕

は
何
だ
ね
え
。

ヽI
〔
桂
川
〕

◎
ホ
丁
ス
ッ
ト
．
ユ
ダ
l
到
叫
イ
ノ
ー
。
そ
う
す
る
と
い
く
ら
で
す
か
ね
え
。

・
′
・
Ⅳ
支
払
い
V
（
申
女
1
同
）
．
P
〔
谷
〕

◎
中
ソ
．
〆
呵
刊
ラ
　
タ
ッ
可
引
．
ネ
。
（
絆
落
の
調
査
員
が
き
く
か
ら
）
ど

れ
位
か
月
日
が
た
ち
ま
す
よ
ね
。
（
老
女
1
哲
男
）
　
I
〔
瑞
相
〕
・

◎
タ
ペ
、
マ
叫
の
ノ
ヤ
イ
　
利
。
食
べ
ま
せ
ん
の
で
す
よ
ね
。
（
老
女
・
・
腎

、
男
）

㊥
バ
ナ
ー
シ
ニ

∵
え
。

⑪
列
〓
斗
モ

I
〔
埼
稲
〕

ナ
ラ
ン
ノ
ヤ
イ
　
ネ
t
。

∧
非
難
∨
（
老
女
1
育
男
）

ユ
ワ
ン
ノ
ヤ
イ
　
シ
テ
。

お
話
し
に
な
ら
な
い
の
で
す
よ
ね

I
〔
大
泊
〕

（
す
っ
か
り
ま
い
っ
て
）
一
言
も

な
い
の
で
す
が
ね
。
（
中
女
1
同
）
　
F
〔
大
丹
生
〕

㊥
ト
t
．
．
ア
カ
ン
．
ノ
ヤ
イ

シ
ー
。
戸
が
閃
か
な
い
の
で
す
よ
ね
な
．
（
老

、
・

／
男
1
中
女
）
．
P
〔
細
呂
木
〕
・

ノ

．
㊥
ウ
到
到
′
－
・
ワ
到
イ
　
ト
キ
ノ
可
－
一
l
　
耳
目
　
ト
刊
ガ
．
ナ
リ
マ
セ

可
ノ
ヤ
イ
　
ト
コ
ト
。

㊥
ホ
ン
叫
ヤ
イ
　
引
用
ナ
ー
。
そ
う
な
の
で
す
と
ね
え
。
　
（
老
女
1
哲

男
、
l
 
I
〔
折
戸
〕

⑳
ホ
ー
叫
イ
ー
ノ
。
プ
望
カ
ラ
キ
列
叫
刊
－
叫
イ
ノ
ー
。
そ
う
で
す

．
よ
ね
。
（
あ
の
人
は
）
武
州
か
ら
魂
た
の
で
す
わ
わ
且
。
（
申
勇
1

育
男
）
P
〔
大
丹
生
〕

由
刃
ン
ガ
ツ
可
ィ
。
何
月
で
す
か
い
．
∧
問
い
∨
（
中
男
1
少
男
）

I
〔
富
来
〕

㊥
ナ
ー
ン
7
P
ヤ
ィ
。
ど
う
し
て
（
ね
う
ち
が
）
あ
る
も
の
か
い
。

・
（
中
男
－
▼
同
）
P
〔
北
中
〕

「92－

⑲
へ
ケ
ン
　
ト
ー
ラ
ン

コ
J
ヤ
ィ
。

（
老
勇
L
▼
哲
男
∧
息
子
∨
）

㊥
ヨ
メ
ー
ド
リ
ッ
．
テ
　
叫
ン
ナ
　
ベ
ヨ

他
聞
に
通
ら
な
い
こ
と
で
す
。

I
〔
折
戸
〕

コ
レ
ン
．
モ
ン
ヤ
イ
l
。
　
抜
取
り
と

い
う
も
の
は
そ
ん
な
に
（
臨
さ
ん
が
）
早
ぺ
出
む
い
て
来
れ
な
．
い
も

∴
町
で
す
・
嘉
男
1
同
）
、
I
〔
宵
来
〕

）b
l
ジ
ャ
イ

（⑳
ナ
ー
ン
ジ
ャ
イ

′
。
　
ホ
レ
。

な
肯
け
な
い
こ
と
は
）

何
で
す
っ
て
・
ズ
。
そ
れ
は
。
（
そ
ん

（
中
女
－
・
育
男
）
　
F
〔
北
中
〕
∴



㊨
ア
カ
ヲ
　
サ
ン
ジ
ャ
イ
・

ヤ
ー
。

女
ど
も
ど
う
し
た
こ
と
だ
ね
え
。

⑳
ド
ン
巧
者
．
ノ
ー
て
ど
う
か
い
ね
え
。
（
豊
島
）
I
r
翌
〕

㊥
ナ
ン
ジ
ー
・
刊
引
ヤ
ー
・
何
で
す
？
て
ば
1
・
∧
問
い
返
し
∨
（
老
女
主

男
「
P
亭
津
捧
〕

⑳
ナ
ソ
少
ヤ
イ
シ
ー
・
何
で
す
か
ね
・
（
中
女
1
同
）
　
I
．
〔
名
舟
〕

ル
と
が
め
V
．
（
中
男
1
骨
女
）
F
〔
洞
野
〕

㊥
叫
＝
ジ
ャ
イ
7
。
奇
ソ
ソ
ナ
ア
ル
剖
イ

ー
ノ
。
・
そ
う
で
す
と
l

も
よ
・
．
ど
う
し
て
そ
ん
な
沢
山
あ
る
も
の
で
す
か
。
妄
勇
↓
中
女
）

・
、
P
「
勅
抽
〕

．
㊦
ハ
ニー
ツ
メ

ー
芸
1
オ
芸
－
イ
モ
ソ
ジ

l
Jl
㌣
・
（
巡
回
力
士

の
所
持
品
は
）
箱
に
つ
め
る
と
皿
l

た
い
も
の
で
す
よ
。
二
老
女
↓

同
）
で
〔
西
亦
㍑
じ

⑳
叫
＝
ソ
・
叫
可
↑
・
何
で
す
か
い
。
（
少
学
問
）
P
〔
縛
穴
〕

⑳
ナ
ー
当
1
－
・
イ
ー
ノ
㌧
何
で
す
り
て
ね
え
・
∧
反
駁
Ⅴ
（
中
辛
喜

男
）
P
〔
細
呂
木
〕
．

㊥
ナ
ン
奇
有
ナ
・
何
で
す
か
ね
。
．
∧
冗
談
に
・
い
ぶ
か
し
さ
を
装
っ

て
∨
（
中
男
1
官
女
）
I
〔
能
聖
二
井
〕
1

⑬
ノ
誠
子
チ1
可
ソ
。
．
叫
ソー
サ
・
コ
ト
シ
テ
㌣
∵
シ
ソ
。
ヤ
イ
・
J

l
・

l
の
ぼ
る
ち
ゃ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
し
て
ど
う
す
る
の
で
す
か
4

（
駄
目
で
は
た
い
の
）
∧
語
間
∨
（
軒
女
J
子
男
）
・
P
〔
勝
山
〕

⑳
ハ
可
ク
　
コ
ラ
可
叫
か
。
ナ
ン
叫
イ
　
て
テ
．
。
I
T
・
モ
ン

ク
巧
判
カ
れ
ユ
ー
テ
ン
ニ
・
ヤ
イ
　
ネ
ー
。
早
く
来
な
い
か
。
ど
う
い

う
わ
け
で
こ
の
よ
う
な
不
平
は
か
り
言
l
っ
て
い
る
の
で
す
か
ね
え
。

（
申
女
∧
母
V
l
子
女
）
　
で
〔
高
岡
〕

⑳
イ
マ
ジ
ロ
ー
．
ワ
塑
一
カ
ー
ミ
ユ
イ
l
l
・
イ
キ
：
タ
ン
ニ

ヤ
　
イ

′
・
今
庄
（
地
名
）
凛
で
わ
ざ
わ
ざ
髭
を
結
い
に
行
き
ま
し
た
の

で
す
よ
。
（
老
女
1
哲
男
）
　
F
〔
大
桐
〕
　
い

ー・拍・－、

な

た

は

）

ど

こ

か

ら

欺

く

お

ら

れ

各

の

で

す

か

い

。

（

老

女

－

▼

育

男

）

1

〔

赤

神

）

．

㊥

＝

シ

ー

リ

ッ

チ

き

モ

ソ

可

＝
l

ナ

可

ソ

ジ

ャ

ィ

。

年

雷

と

い

う

も

の

は

そ

ん

な

（

だ

1

痴

な

一

も

の

で

す

。

（

芸

1

同

）

、

I

〔

宵

薔

⑲
オ
キ
ャ
ク
サ
ヤ

ド
ッ
カ
ラ
　
キ
テ
ゴ
ザ
ル
ジ
ャ
ィ
。
　
お
客
さ
ん
（
あ

⑬
ウ
到

．
ス
グ
　
イ
ッ
チ

キ
ク
り
「
ニ
ヤ
イ

レ
ー
ゥ

僕
す
ぐ
行
っ
て
来
．

・
l
た
の
で
す
1
。
・
∴
少
男
1
同
）
　
P
〔
秋
生
〕

⑲
ド
ー
ー
シ
ソ
1
着
c
　
ど
う
す
る
の
か
い
。
（
少
女
1
周
）
I
〔
赤
崎
〕

の
ド
コ

ア
ケ
テ
　
キ
タ
ン

ニ
ヤ
ィ
。
ど
こ
を
開
け
て
酵
た
の
で
す
か

を
）
あ
け
l
る
の
で
す
か
い
。
（
巾
功
↑
由
五
）
　
P
〔
細
呂
木
〕

）
C
l
l
ソ
ニ
ャ
イ
∵

（

「
圭
一
完
イ
」
は
、
主
と
↓
七
「
去
や
し
の
買
い
方
に
イ
菅
の
択
虫
を

み
た
も
の
基
え
ら
れ
る
言
但
し
、
○
ナ
ン
可
¶
引
・
ナ
。
な
ど
の
も
の
は
別
）

㊥
コ
レ
．
ド
封
　
ハ
〆
ス
ン
ジ
ャ

ィ
。

こ
の
拉
ぬ
き
ほ
ど
の
部
分
で
（
崇

い
。
（
つ
ま
ら
な
い
っ
た
ち
）
∧
と
が
め
∨
（
中
女
1
子
女
）
　
P

〔
細
日
木
〕
∴

㊥
タ
ヨ
ト
苗
ソ
ー
ニ
イ
」
　
（
今
で
も
稗
を
）
食
べ
る
大
が
お

ら
れ
る
の
で
す
。
（
膏
女
1
守
男
）
　
I
〔
赤
崎
〕

）d
I
ツ
チ
ャ
イ

′
．
．
ヽ



1

　

′

　

、

何
事
l
ガ
　
刊
ル
ー
コ
ツ
刊
可
引

と
が
を
石
も
一
の
で
す
か
。

′
　
育
男
）
　
で
〔
蛭
谷
〕
・

飼
ナ
ッ
チ
ユ
ー
イ
司
可
チ
ャ
イ
。

キ
ャ
。
∵
ど
ト
し
て
（
町
へ
）
出
る
こ

（
あ
り
ま
せ
ん
よ
）
∧
反
語
V
へ
老
女
1

＼

何
と
ま
あ
く
す
ぶ
え
ご
と
で
す
か

い
。
．
（
ヰ
女
1
苛
女
）
・
I
〔
大
迫
谷
〕

．
巾
珂
ン
‡
こ
　
せ
ル
ー
コ
ツ
刊
刊
イ
・
・
問
串
あ
そ
ぴ
に
t
ろ
よ
。
（
子

男
1
同
）
　
I
〔
皆
月
〕

．
⑲
彗
才
ヤ
ィ
。
‥
違
う
よ
・
（
老
女
l
同
）
l
 
I
〔
富
来
〕

ヽ
ノe

～
タ
イ
　
l

′
．
ヽ

・
．
⑳
ド
可
ニ
ア
ツ
タ
イ
　
シ
テ
C
　
ど
、
こ
に
あ
っ
た
の
ね
。
．
（
老
女
1
同
）

I
〔
腰
細
〕

㊨
す
山
．
刊
の
タ
イ
可
－
。
l
紺
だ
っ
た
な
あ
・
（
少
甲
高
）
Å
向
田
〕

◎
可
レ
ー
可
ツ
l
か
ヤ
ッ
タ
イ
．
ヤ
ー
。
・
．
あ
れ
は
何
日
で
し
た
か
ね
え
。

（
老
男
1
育
男
）
　
I
〔
祖
母
ケ
溺
〕

⑲
チ
ソ
刊
旬
日
イ
ガ
　
竹
男
ビ
キ
　
オ
ツ
列
イ
・
ト
「
・
′
　
（
あ
の
人
に
は
）

幼
い
子
供
が
一
人
お
っ
た
の
で
す
な
　
（
老
学
昏
男
）
　
l
〔
祖

母
ケ
浦
〕
　
∵
　
l

一
⑲
可
1
．
㌢
イ
4
－
。
∵
∴
あ
。
が
と
～
ね
え
・
（
老
女
・
幸
男
「
：

〔
訂
峯
〕
∵

．
由
可
－
・
サ
ッ
シ
ャ
イ
マ
シ
タ
イ
4
－
∵
あ
。
が
ど
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ノ
．
ね
え
。
∴
申
女
1
同
）
　
1
〔
大
道
谷
〕

〓
〓
叫
叫

、

⑳
オ
．
呵
ハ
．
ガ
シ
ジ
ャ
ヲ
　
ベ
キ
モ
ン
　
ド
引
1
．
．
4
4
タ
イ
。
わ
た
し
の

∵
細
っ
て
そ
れ
は
き
も
の
は
ど
こ
い
っ
た
か
い
。
（
中
女
し
，
同
）
　
「

〔
向
田
〕
・

．

〕

　

　

　

　

〕

以
上
に
輩
げ
た
措
例
は
、
す
べ
て
i
督
用
が
、
a
母
皆
の
後
に
み
ち
れ
る
も

〔
　
　
　
　
　
　
　
〔

〕

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
次
い
で
は
、
。
母
廿
の
後
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の

〔

が

と

り

あ

げ

吟

れ

る

。

．

・

　

　

　

　

　

　

　

二

三
ノ
〓

〕
元
高
の
切
合

）

こ
の
場
合
は
、
主
と
し
て
、
a
～
O
P
イ
と
な
る
も
の
で
、

′
．
ヽ

ヽ
．
′b

～
マ
シ
。
イ
な
ど
も
認
め
ら
れ
る
。

′

－

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

、

そ
の
は
か
に
、
・

一一94　－－

ヽ
．
ノ

・
・
a
～
O
P
イ

．
′
．
ヽ⑳

（
そ
ん
な
こ
と
）
可
－
タ
列
列
．
ド
事

と
言
っ
て
も
ど
う
な
ろ
う
ね
え
。

ナ
ロ
イ
　
ヤ
ー
。
　
そ
ん
な
と

（
育
男
－
同
）
　
I
〔
甲
〕

⑳
カ
ー
チ
ャ
ン
　
イ
寸

ウ
ミ
カ
ラ
　
キ
ヌ
′
ニ
　
ナ
干
　
ア
ロ
イ
　
ノ
ー
。

母
ち
ゃ
ん
は
今
海
（
の
仕
串
）
か
ら
帰
っ
七
ば
か
り
な
の
に
（
お
や

っ
な
ど
）
何
あ
る
も
の
か
ね
え
。
（
中
女
1
子
女
）
　
1
〔
橋
立
〕

⑳
ア
ソ
コ
、
ノ

バ
ン
ジ
ャ
ロ
イ
　
ネ
。
∵
あ
の
家
の
番
で
し
ょ
う
ね
J
　
（
中

女
1
同
）
　
P
〔
北
中
〕
．

⑳
ヂ
判
ル
ヤ
．
淵
ネ
ー
∵
で
き
る
で
し
ょ
ぅ
ヤ
え
。
（
中
背
▼
同
）



P
（
拐
躍
）

⑳
：
タ
ヤ
p
す
ネ
・
行
つ
．
た
で
し
ょ
う
ね
。
（
中
辛
春
男
）
　
I

一

〔
門
前
〕

⑪
乎
　
カ
イ
テ
・
可
イ
ヤ
p
イ
ヤ
ー
t
。
（
あ
の
紙
に
ほ
）
文
字
が
琶

い
て
な
い
だ
ろ
ヶ
よ
ぉ
。
（
少
甲
▼
同
）
　
I
〔
笹
川
〕

⑳
キ
ト
テ
　
ク
レ
ッ
．
テ
ヤ
ロ
イ
ゾ
ー
・
∴
開
い
て
く
れ
と
い
l
つ
て
で
し
ょ

、
．
う
よ
い
　
（
育
女
1
育
ち
．
I
〔
腰
細
〕

三
′
三

〕盈
高
の
場
合

〔

⑳
ヤ
ッ
バ
シ
・
シ
ソ
．
ハ
シ
ャ
ッ
タ
p
イ

カ
ー
。
や
は
り
新
橋
だ
ゥ
た
で

／
し
ょ
う
か
。
．
（
老
女
1
育
男
）
・
T
〔
猪
谷
〕

）

　

　

　

　

－

　

　

　

、

ノ

こ
こ
で
は
、
・
d
～
デ
ス
ィ
、
h
～
ド
ス
ィ
、
C
l
マ
・
升
イ
が
上
り
あ
げ
ら
れ

3
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
T
I
 
a

る
。

ノ

）
．

・
a
1
－
デ
ス
イ

′
．
ヽ⑳

ソ
シ
タ
ラ

イ
ク
ラ
デ
ス
イ
　
ニ
ヤ
。

◎
‡
ツ
ヤ
ッ
タ
p
l
　
可
ソ
ブ
ソ
刊
テ
ィ
久
ネ
ー
。
何
時
の
こ

と
で
し
た
か
・
新
聞
に
出
て
い
た
ね
え
。
（
申
勇
1
同
）
ス
宵
来
〕
′

ね
・
∧
支
払
い
∨
（
申
女
～
老
女
）

そ
ぅ
す
る
と
い
く
ら
で
す
か
い

で
〔
氷
見
〕

◎
コ
可
叫
　
ヒ
ッ
カ
カ
ル
ヂ
ス
ヤ
叩
ィ
。
こ
こ
は

で
し
ょ
ぅ
。
（
老
女
－
・
同
）
　
P
〔
拇
抽
〕

（
魚
が
網
に
）
か
か
る

◎
刈
－
デ
ス
イ
　
パ
ー
。

P
〔
三
谷
〕

⑳
コ
コ
ノ

モ
ソ
デ
ス
イ

ヽ
．
′b

．
～
ヤ
シ
嘘
イ

（◎

了

引

チ

キ

：

・

イ

寸

7

1

－

。

ち

ょ

っ

と

（

仕

郡

に

）

由

か
け
て
荻
上
う
わ
か
え
・
・
（
老
女
1
同
）
　
I
〔
大
道
谷
〕

⑳
外
－
シ
マ
可
ロ
ー
イ
ヤ
1
　
号
し
ま
し
ょ
う
わ
ね
え
。
（
申
女

l
，
同
）
一
1
′
〔
自
在
〕

ま
た
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、

｛
中
女
－
▼
育
男
）

）b
・
－
ド
ス
イ

（

そ
う
で
す
ね
え
。
∧
肯
き
∨
（
老
女
1
育
男
）

ガ
イ
ノ
ー
。
こ
の
土
地
の
人
で
す
が
ね
息
。

I
〔
千
旦
浜
l〕

帥
′

⑲
（
と
）
オ
；
－
ソ
ド
叫
有
ン
・
・
言
。
と
思
う
の
で
す
ね
。
（
巾
Ⅲ

l
同
）
　
F
〔
大
比
田
〕

⑳
叫
－
ド
ス
イ
刃
－
。
そ
う
で
す
ね
え
。

＼
．

（
中
男
－
▼
育
男
）
P
〔
競
れ
〕

ノ
大
（
筆
者
）
な
れ
ば
こ
そ
よ
・
．
（
老
人
の
く
。
ど
と
を
蒜
が
親
身

・
に
な
っ
七
乳
こ
う
か
ね
。
人
反
語
∨
（
老
女
1
背
女
）
　
I
扇
田
〕

◎
コ
パ
リ
着
ナ
レ
l
ペ
コ
ツ
ー
カ
ー
。
〆
レ
　
キ
。
イ

ヤ
ー
。
　
こ
の

ヽ
．
′C

I
マ
ス
イ

′
．
ヽ①

ホ
シ
マ
ス
イ

ヨ
ノ
㌧
－
0

（
栃
の
契
は
）
干
し
ま
す
と
も
ね
豆
．
ハ
で

な
ど
の
芦
呈
嵩
き
か
れ
た
。
′

．
一
女
l
義
男
「
P
〔
大
桐
〕



11

」
ニ
の
四

∵
当
方
言
の
イ
音
犀
に
あ
や
て
は
（
右
打
み
て
せ
た
よ
↓
な
「
述
部
の
末
端
に

．
あ
ら
わ
れ
ん
逼
合
」
が
、
最
も
優
勢
で
、
．
イ
督
尾
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
を
イ
音
程
と
、
一
そ
の
直
前
の
望
冒
の
関
係
に
お
い
て
み
る
と
、
す
で

に
ふ
れ
た
－
に
、
い
わ
ゆ
る
広
母
音
の
㍗
可
に
続
く
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

〔
〔
．

そ
完
狭
望
薄
給
く
も
の
け
、
わ
。
と
損
わ
な
い
が
、
（
・
ィ
昏
富
竺

覧
表
参
照
一
白
き
ど
の
よ
う
な
．
音
の
並
び
を
示
す
に
し
て
も
、
．
そ
れ
ぞ
れ

・
に
、
蒜
リ
ズ
ミ
カ
．
ル
な
音
感
の
よ
さ
を
か
も
し
出
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ

れ
毛
就
挿
∵
丁
ジ
ャ
イ
」
・
「
－
ソ
ニ
ヤ
イ
」
丁
ッ
チ
ャ
イ
」
一
連
の
も
・

の
は
、
拗
音
に
伴
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
異
な
ニ
言
．
ン
ス
を
感
得
さ
せ

．
も
し
て
い
る
。

今
、
イ
菅
尾
の
生
げ
ろ
諸
々
の
場
合
を
、
語
法
の
観
点
か
ち
見
返
し
て
み
る

と
、
′
イ
音
尾
の
ほ
と
ん
ど
が
、
断
発
の
助
動
詞
「
ヤ
」
「
ジ
ャ
」
「
ヤ
ヱ

「
ジ
一
ヤ
こ
「
デ
ス
↑
「
ド
ス
」
通
ど
の
宋
層
に
派
生
し
て
い
そ
し
と
が
注
目

さ
れ
よ
う
。
・

一
体
に
、
断
定
の
助
動
詞
の
末
尾
に
、
．
イ
音
犀
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う

事
実
は
、
文
表
現
上
「
そ
う
い
．
う
文
勢
に
か
か
わ
を
取
柄
と
し
て
み
る
こ
L
も

料
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
を
堰
に
つ
ぶ
さ
に
み
る
l

と
、
↓
ど
こ
（
の
◎
㊥
⑲
）
卜

・
「
な
に
」
（
◎
絢
㊥
㊥
「
「
い
く
ち
」
（
の
㊥
＠
「
「
ど
う
」
（
㊥
竺

・
「
い
つ
」
．
（
◎
）
な
ど
の
、
∴
い
わ
ゆ
る
疑
問
詞
を
含
む
問
い
の
文
責
輿
あ

る
い
は
、
．
「
な
に
」
を
用
い
た
受
が
め
の
文
表
現
（
⑳
的
命
命
）
反
駁
の
文
裏

．
甥
・
（
⑳
）
‥
反
語
の
文
表
窄
（
砂
的
⑳
）
．
、
甘
美
「
ど
う
」
を
用
い
た
と
が
め

（
⑳
二
語
間
の
文
豪
璃
（
㊨
）
な
ど
の
、
．
述
部
の
未
現
に
あ
ら
わ
れ
く
い
る

浩
が
、
杏
を
居
て
い
る
こ
と
註
目
さ
れ
る
・
憲
な
ら
で
丁
ソ

．
－
ヤ
イ
」
（
㊥
㊥
④
向
⑲
⑳
坤
）
・
丁
ナ
ー
ィ
ヤ
p
イ
」
（
⑳
）
な
ど
、
一
週

の
打
消
沈
の
文
窮
甥
銚
部
未
に
あ
ら
わ
れ
や
す
い
．
こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
注
悪
さ

れ

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

・
こ
う
み
て
く
る
と
・
イ
舘
尾
を
生
ん
で
い
る
表
現
法
そ
れ
ぞ
れ
に
和
産
は
あ

る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
つ
ま
り
は
、
な
ん
ら
か
の
粗
掟
の
椚
調
を
は
ら
ん
だ

嚢
班
と
し
て
受
け
と
れ
る
も
の
の
よ
う
に
昭
A
∴

血
相
の
イ
曹
指
は
、
．
徴
祝
的
な
見
方
か
ら
す
れ
ば
い
ず
れ
も
、
一
定
の
助
動

詞
の
末
日
に
あ
ら
．
わ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
文
衰
甥
の
観
点
に
立
て
ば
1

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
述
部
の
宋
硯
に
派
生
し
た
も
の
と
し
て
受
け
と
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
．
．

さ
て
、
同
じ
く
述
部
の
火
机
と
は
い
け
て
も
、

注
3
．
一

〕
・A

文
末
邪
を
伴
う
切
合
の
述
部
の
衷
鵜

．
〔

】
・

郎
文
宋
鶉
を
伴
わ
声
い
述
部
の
未
班

〔
一

の
よ
う
に
〓
紙
に
区
別
で
き
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
．
て
イ
督
毘
の
封
現
上
の
効
果

も
・
ま
た
柑
述
す
る
と
冒
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

〕
．

す
な
わ
彗
前
者
A
に
お
い
て
は
・
文
末
部
姦
l
　
に
忠
告
の
、
述
部
史

〔

で
の
ま
と
め
づ
け
を
、
ご
く
自
然
に
示
す
方
向
に
は
た
ら
き
、
結
果
的
に
は
、

〕

文
末
部
の
自
立
性
を
助
長
⊥
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
彷
碧
B
に
あ
っ
て
は
、

〔

⑳
ナ
ン
ガ
ツ
ヤ
イ
。
．
何
月
で
す
か
い
膏

の
よ
う
に
、
イ
音
は
、
遊
離
独
立
の
塵
を
か
ち
侍
る
こ
と
ー
l
十
な
も
ち
文
末

詞
た
り
得
な
い
ま
患
、
せ
い
一
ぜ
い
文
末
詞
的
機
能
を
に
な
う
に
と
ど
ま
宣
い

る
と
言
え
よ
う
。

召

9G



〕二
文
末
部
の
未
机
に
あ
ら
わ
れ
た
切
合

〔の
刊
．
列
ツ
ィ
．
パ
イ
。

の
、
「
ノ
イ
」
と
い
う
よ
う
に
、
文
末
詞
の
水
田
に
あ
ら
わ
れ
る
切
合
で
あ
る

が
、
T
の
述
部
の
未
鵬
に
あ
ら
わ
れ
た
切
合
に
比
べ
て
、
和
親
に
l
は
乏
L
l
い
。

〔調
喪
の
現
段
階
で
は
・
「
ヤ
イ
」
「
チ
ヤ
・
ィ
し
・
．
「
ノ
イ
」
「
ヨ
イ
」
な
ど
が

鵠
め
ら
れ
る
。

〕盈
1
日
の
場
合
・

C

）

a
ヤ
イ

（

⑫
ア
イ
サ
ッ
サ
リ

女
1
同
）

叫
イ
。
．
告
よ
う
な
ら
．
∧
別
れ
の
あ
い
さ
つ
∨
（
中

で
〔
西
赤
は
〕

）b
チ
ャ
イ

′
．
ヽ⑬

ソ
可
ノ
　
カ
ー
チ
ヤ
ソ
　
ド
当
可
ツ
ー
ク
ツ
チ
ャ
イ
・
。
あ
な
た
の
と
こ

ろ
の
お
ば
さ
ん
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
い
。
（
老
女
1
中
女
）

〔
宵
粟
〕

）
の
　
〕

桓
～
－
い
・

′
し
1

）

a
′
イ

（㊥
ハ
ヤ
イ

ハ
イ
。
・
お
早
い
ね
え
。
・
（
腎
女
1
中
女
）

◎
ア
l
J
り
ツ
イ
カ
ィ
。
お
岩
う
ご
ざ
い
ま
す
ね
え
。

－

．

　

／

T
〔
西
赤
悍
〕

（
中
女
1
中
勇
）

T
〔
酉
赤
緑
〕

ヽ
．
ノb

ヨ

ィ

（．
⑬
7
打
・
可
イ
e
ほ
い
よ
。
∧
返
答
∨
（
中
女
∧
母
＞
1
子
女
）
F
ハ
勝
山
〕

⑳
早
シ
タ
小
才
。
あ
。
が
と
よ
え
。
（
老
女
1
子
男
）
　
I
〔
自
峯
〕

宵
山
県
東
礪
波
郡
上
平
村
西
赤
膵
部
落
で
き
か
れ
る
⑳
◎
の
言
い
方
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、○

ハ
ヤ
ィ
、
4
1
。
早
い
ね
え
。

0
7
ッ
ツ
イ
　
ハ
t
。
暑
い
ね
え
。

よ
り
持
胸
腔
の
高
い
衷
現
と
し
て
、
主
と
し
て
、
青
年
以
上
の
女
性
に
用
い
ら

れ
て
い
る
・
こ
の
土
地
で
は
、
も
ど
も
と
「
ナ
し
こ
と
は
よ
。
得
過
度
の
高
い

ナ
」
こ
と
ば
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
こ
え
晶
に
撃
ち
う
と
す
る
待
遇
心

悪
が
、
お
の
ず
と
イ
音
録
を
蛎
い
、
や
さ
し
み
を
伴
う
告
を
た
晶
て
い

る
と
琴
見
ら
れ
よ
う
。

同
じ
ょ
ぅ
な
こ
と
は
、
⑳
と

d
T
イ
サ
ッ
サ
l
u
T
．
ヤ
ー
。
さ
よ
う
な
ら
。

、
と
の
比
陀
に
お
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
′

ま
た
、
⑮
⑮
に
み
ら
れ
る
イ
膏
尾
も
、
血
な
子
へ
の
返
答
な
り
．
、
l
ね
ぎ
ら
い

に
、
や
さ
t
さ
を
こ
め
よ
う
と
す
る
衷
現
心
意
が
、
あ
ず
か
り
ほ
た
ら
い
た
も

の
と
み
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
・
文
末
部
の
宋
鵬
に
あ
ら
わ
れ
た
場
合
は
、
鈷
郡
の
出
机
に
人

ら
わ
れ
た
切
合
と
は
璧
て
、
文
表
現
を
頂
点
的
に
支
え
ろ
文
台
日
中
…
－

あ
ら
わ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
文
の
表
現
効
果
、
主
と
し
て
は
＝
出
前
壷
－
冊
日

的
な
関
係
を
京
⊥
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。



五

ヽ

〕三
間
投
部
に
あ
ら
わ
れ
た
場
合

〔

〕

）

a

　

〕

骨
～
l
臼

〔

　

．

〇
永
ラ
イ

⑳
ソ
叫
ガ

粛
ラ
イ
・
ブ
ソ
リ
サ
ン
ガ
　
ツ
コ
ト
ッ
タ
ソ
一
l
ヤ
　
ワ
ノ
ー

そ
れ
が
そ
ら
文
利
さ
ん
∧
人
名
V
が
（
公
金
）
㍉
を
併
り
て
い
た
の

与
．
、
で
す
わ
ね
え
。
（
中
女
1
育
男
）
．
1
〔
門
前
〕

⑲
マ
刊
エ
タ
ン
デ
モ
叫
ラ
イ
チ
ョ
ち
ト
モ
ハ
ズ
カ
シ
ナ
イ
デ
ス

ガ
4
1
。
町
へ
出
る
の
で
も
そ
ら
少
し
も
恥
か
し
く
な
い
の
で
す

が
ね
え
．
。
（
中
女
1
育
男
）
P
〔
中
野
供
〕

⑳
エー
マ
、
．
ホ
ラ
イ
利
可
チ
ヤ
三
7
モ
…
…
。
、
今
は
そ
れ
路
山
の
土
地
で

も
…
…
．
。
（
老
男
1
育
男
）
　
F
〔
岩
屋
〕

⑳
ド
1
、
J
－
？
ト
コ
l
刊
　
男
ソ
ニ
ホ
ラ
イ
…
…
J
　
ど
う
習
っ
て
み

・
て
も
そ
ん
な
に
そ
れ
千
言
　
（
老
勇
1
育
男
）
　
P
〔
三
谷
〕

鵜
古
∴

〔
′

ど
の
「
ホ
ラ
イ
」
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
、
の
㊥
な
ど
の
よ
う
に
、
「
ナ
ン

デ
ス
イ
／
1
」
と
文
的
な
間
役
印
に
l
ぁ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
が
指
摘
さ
れ
る
。

福
井
埠
旧
大
野
郡
地
方
な
ど
に
よ
く
き
か
れ
る
「
ホ
ラ
イ
」
　
の
イ
廿
犀

は
、
m
投
部
に
．
ふ
さ
わ
し
い
畦
や
か
な
骨
相
の
し
あ
げ
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
。

一
方
、
「
ナ
ン
デ
ス
イ
　
ノ
ー
」
は
、
こ
れ
だ
け
が
一
つ
の
粗
位
と
し
て
閻
投

部
に
桐
E
さ
れ
．
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
ハ
イ
や
撞
け
、
問
投
部
に
ふ
さ
わ
し
い

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
骨
相
の
形
成
に
、
ど
く
自
然
な
あ
r
か
り
方
を
元
し
て
い
る
と

冒
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
．
閻
投
部
に
あ
ら
わ
れ
た
イ
脅
姥
は
、
⊥
和
喘
快
な
骨
相
に
あ

ず
か
っ
て
妙
で
あ
る
。

．
六

〕四
そ
の
他
の
場
合

〔．
T
弓
と
み
て
き
て
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
属
し
な
い
が
、
し
か
も
イ
音
国
と

〔

〔

〔

同
似
的
地
位
に
あ
る
も
の
を
、
田
そ
の
他
の
場
合
と
じ
義
理
す
る
と
、
．
お
お

〔

よ
そ
次
の
場
合
に
分
け
ら
れ
る
。

〕
し・

l
文
末
部
を
伴
う
文
の
述
部
の
末
端
に
あ
ら
わ
れ
た
場
合

〔

98

○
ナ
ソ
デ
ス
イ

◎
ソ
叫
刺
・
・
ナ
ン
デ
ス
イ
　
ソ
ー
…
…
。
そ
れ
を
何
で
す
ね
え
…
…
。
（
老

女
√
育
男
）
　
F
〔
持
穴
〕

・
．
⑳
ソ
ノ
　
モ
ソ
ワ
ー
　
ナ
ン
デ
ス
イ

ノ
l
・
・
∵
・
。
　
そ
の
も
の
は
何
で
す

）
い
形
容
動
詞
違
体
形
ト
イ

′
．
ヽ可

　
〕
．

↑
－
臼

∵
ね
え
・
・
∴
・
・
。
（
老
女
1
育
男
）
∵
P
〔
持
穴
〕

問
投
部
に
お
ら
わ
れ
た
場
合
孔
も
の
は
、
調
査
の
現
段
帽
で
は
、
⑬
～
⑳
な

⑳
刊
ソ
ナ
　
ダ
可
ナ
イ
　
ブ
。
あ
ん
な
も
の
は
つ
ま
ら
な
い
の
よ
。
（
中
女

1
子
女
）
　
I
〔
剣
地
〕
∴



－

）ろ
準
体
助
詞
T
イ
・

（

可
l
〕

－
1
日

〔
・⑳

ソ
レ
．
ド
コ
ノ
イ
ヤ
ー
・
そ
れ
ほ
ど
こ
の
も
の
な
の
か
い
。
（
少
男

し

l
中
女
）
　
I
〔
皆
月
〕

）は
動
詞
命
令
形
－
イ

（可
　
〕

－
1
日

〔⑳
剖
テ
　
ク
l
才
－
ヤ
ー
・
甘
い
て
く
れ
よ
．
ぉ
。
（
子
勇
1
育
男
）
I

〔
酌
粟
〕

⑬
ウ
チ
イ
レ
チ
ト
オ
ケ
イ
キ
ー
。

（
子
舅
1
同
）
I

．
〔
約
束
〕

．
幻
文
末
郡
の
内
部
に
み
ら
れ
る
翌
日

〔
ヽ
．
ノ

い
ゾ
ヤ
イ
〇

一
t
ヽ

予
可
〕

－
－
い

〔

家
の
中
へ
入
れ
て
お
け
よ
ぉ
。

㊨
タ
サ
ッ
タ

刊
引
チ
　
ゾ
ヤ
有
刃
－
。
み
す
ぼ
ら
し
い
拭
で
す
よ
ね
。

（
老
女
1
碧
措
）
．
F
〔
杉
は
〕

ヽ

ノ

〕

ろ
ト
コ
ト
イ
○

・

′

l

、

〔

可
　
〕

～
1
日

〔⑳
セ
‡
　
÷
ト
イ
寸
　
す
る
な
っ
て
は
よ
。
∧
叱
り
∨
（
中
男
↓
坤

女
）
．
P
〔
北
中
〕

⑳
ソ
；
1
モ
ソ
ナ
妄
1
㌢
り
列
・
コ
ト
引
↓
司
ネ
・
言
ん
な
も

の
（
昔
の
和
機
）
は
、
ど
う
し
三
今
ま
で
）
凍
っ
て
い
る
も
の
で
し

ょ
う
か
。
∧
反
語
∨
（
老
女
J
育
男
）
　
T
n
四
方
〕

．
い
⑳
ほ
、
他
顎
窮
か
ら
の
転
成
を
思
わ
せ
る
も
の
で
単
純
に
、
イ
昔
時
と
考
′

ヽ
一
．
′

）

え
る
l
ご
は
関
越
を
残
す
も
の
で
あ
る
が
、
一
ろ
㊨
ほ
、
文
末
詞
「
ヤ
ー
」
に
よ
っ

．

′

．

ヽ

て
、
自
然
如
体
助
詞
「
J
」
に
派
生
を
み
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

）

　

　

　

註

4

ノ
．
は
⑳
⑮
は
・
近
古
の
頃
に
よ
く
用
小
ら
れ
た
語
法
と
同
塵
の
も
の
で
、
．
い
わ

（
ゆ
る
肯
昂
と
は
・
多
少
超
を
興
に
し
て
い
る
が
、
（
上
接
皇
日
も
こ
れ
ま
で

の
も
の
と
は
彗
晶
で
臥
る
）
髄
膜
先
生
の
御
教
示
に
よ
れ
は
、
今
日
で
′

は
、
大
体
、
こ
れ
ら
は
、
近
撃
四
国
地
方
で
は
丁
エ
イ
」
の
憤
向
、
他
地
′

方
で
は
「
土
－
」
の
傭
向
を
元
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ち
、
そ
の
点

か
ら
す
る
と
、
こ
の
禦
ロ
の
「
ク
レ
オ
」
「
オ
ケ
ー
イ
し
・
七
あ
る
形
も
、
結
果
的

に
は
、
イ
昏
置
一
般
の
場
合
と
同
じ
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る

よ
う
で

あ
る

り
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
〕
〕

ご
れ
ら
H
の
翌
日
の
イ
軒
の
効
典
は
、
先
に
み
た
一
の
A
（
九
六
頁
下
段
一

ノ

し

（

，

．

．

（

．

。

l

こ

：

．

、

．

、

　

　

　

　

ィ

、

C

〓
行
珍
的
）
に
性
じ
て
受
け
と
る
上
と
が
で
き
よ
う
。

99十

酎
ッ
ィ
．
サ
キ

の
）

ゾ
ヤ
イ
ダ
ー

ー
〔
m
母
ケ
潤
〕
l

つ
い
さ
き
方
で
す
上
。
　
（
老
勇
1
育

〕

ま

た

、

2〔

）

ヽ

．

．

′

の
い
ろ
は
、
璧
星
鵠
め
得
る
文
末
詞
の
内
部
に
、
そ
れ
ぞ
れ

（
（

〕

「
ゾ
ヤ
」
，
「
ト
コ
．
下
し
に
次
い
で
あ
ら
わ
れ
．
千
㌢
甘
の
で
、
仙
崇
㌫
h

・

．

〔



の
転
成
を
思
わ
せ
も
す
る
が
、
・
結
界
的
に
は
ヾ
イ
音
尾
ら
し
く
受
け
と
れ
る
も
．

の
で
あ
る
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
．

．

〕

　

′

こ
の
よ
う
に
、
四
と
し
て
法
理
し
た
も
の
は
、
l
ィ
音
犀
と
し
て
の
窮
姓
が
判

．

．

　

〔

然
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
・
堵
時
的
に
は
、
．
い
わ
ゆ
る
イ
音
尾
と
ほ
と
ん
ど

同
似
的
地
位
に
あ
る
も
の
と
し
て
受
け
と
れ
る
も
の
で
あ
る
。

七

以
上
み
て
き
た
は
う
に
、
北
陸
道
方
ヨ
ロ
の
イ
菅
尾
は
、
性
別
と
か
年
令
な
ど

に
ほ
と
ん
ど
か
か
も
り
な
く
、
地
域
的
に
も
、
あ
り
と
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
お

り
、
そ
れ
も
、
文
衰
甥
へ
の
あ
ら
わ
れ
方
か
カ
す
れ
ば
、
述
部
の
未
鍼
に
あ
ら

わ
れ
る
も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
．
中
で
も
、
「
間
い
」
↓
と
が
め
」
「
語

間
」
「
反
語
」
「
打
消
」
蜃
現
な
ど
の
、
述
部
未
の
断
定
の
助
捌
詞
に
伴
わ
れ

る
も
の
が
、
相
当
に
優
卵
で
あ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
偶
然
の
傾
向
と
は
み
な

ふ
か
た
い
。
（
イ
普
掃
参
堵
一
灯
衷
参
融
）

一
体
に
、
イ
普
尾
の
派
生
甥
攻
は
．
二
見
機
械
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か

の
よ
う
で
も
あ
る
が
、
由
っ
て
く
る
と
こ
ろ
を
求
め
る
な
ら
ば
、
や
は
ゎ
、
表

現
者
の
、
ど
ん
な
租
腔
に
か
の
強
調
的
な
苑
怨
に
負
う
て
い
る
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
ノ

「 巨汗 ，．　〔　′ヽ
，．〇十ゝ1 ．日1°か・r　　〕l．一 ・巾．

′

．ゝ
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知
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一
方
↑
音
相
の
両
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
イ
音
見
目
の
広
雷
に
し
た
が
っ

て
あ
ら
わ
れ
や
す
く
、
聞
え
勿
大
き
い
母
音
に
関
っ
て
、
．
み
ず
か
ら
を
従
属
的

な
位
定
に
お
ち
つ
け
が
ち
で
お
る
。
（
イ
菅
尾
参
考
l
監
表
参
照
）
そ
の
故
に

∵
妄
音
尾
で
あ
ろ
な

・
．
し
た
が
っ
て
、
イ
音
岸
が
」

⑳
へ
ケ
ソ
　
ト
ー
ラ
ン
　
コ
ト
ヤ
イ
。
．
他
聞
に
通
ら
な
い
こ
と
で
す
。
・

の
よ
う
に
、
文
の
末
尾
に
派
生
を
み
て
塙
、
文
末
詞
的
機
随
を
具
す
に
と
ど
ま

？
て
、
文
裏
甥
を
頂
点
的
に
支
え
る
文
末
詞
の
次
元
位
に
は
立
ち
禍
ず
に
終
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
イ
首
尾
を
準
え
る
一
連
の
嘗
節
に
か
ぶ
さ
る
ア
ク
セ

ン
ト
の
相
に
よ
っ
て
も
宵
か
れ
よ
う
。

例
え
ば
、
文
米
の
「
－
ジ
ャ
ィ
。
」
に
つ
い
て
い
え
は
、
「
～
ジ
ャ
骨
」

と
か
「
～
ジ
ャ
項
目
。
」
と
か
い
う
．
よ
J
に
、
イ
膏
の
部
分
だ
け
が
頂
く
な
ゥ

た
り
、
高
く
な
っ
て
の
ぴ
る
場
合
な
ど
は
鵠
め
ら
れ
な
い
。

加
え
て
、
．
文
末
部
と
し
て
立
つ
に
は
、
聞
え
の
小
さ
い

〕

不
利
な
…
母
音
で

〔

あ
る
こ
と
も
、
こ
こ
に
増
え
あ
わ
さ
れ
る
。

．
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
宵
山
・
蚊
超
の
県
境
部
落
で
き
い
た
。

㊥
刈
イ
ガ
〆
　
項
目
。
そ
ヶ
で
す
よ
お
。
（
老
女
1
育
男
）
　
T
〔
摺
〕

ほ
、
－
文
末
詞
と
し
て
認
め
待
る
珍
ら
し
い
例
で
は
あ
る
が
、
餌
者
の
調
査
範
囲

で
は
、
今
日
の
と
こ
ろ
、
北
陸
道
方
富
に
、
こ
の
和
の
傾
向
が
起
り
つ
つ
あ
る

一

と
は
認
め
か
た
い
。

以
上
は
、
今
日
ま
で
の
調
詳
桔
黒
を
蝦
珂
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
描
放

心
調
査
に
上
っ
て
明
ら
か
に
な
る
耕
輿
も
多
い
こ
と
七
恩
わ
れ
る
。
が
、
今
月

な
り
に
、
北
陸
道
方
言
の
イ
菅
尾
の
大
更
を
、
右
の
よ
う
に
受
け
と
る
こ
と
牒

許
さ
れ
上
l
う
七
思
う
も
の
で
あ
る
。

注

1

2
蘇
原
与
一
先
生
、
「
文
法
監
」
第
二
節
述
部
の
機
能
、
一
形
態
、
音
相
と
表
㌧

現
味
　
日
本
方
言
学
二
五
八
二
一
五
九
頁

注
3〕A

の
該
当
文
例
1
7
・
2
2
と
2
8
・
3
3
～
3
8
・
4
2
・
璃
・
5
1
・
5
3
～
6
0
・
棉
～
6
5
・
6
6
～
7
1

〔〕B
の
訝
当
文
例
1
8
4
2
1
・
2
9
十
甲
3
9
～
4
1
・
4
3
～
聖
聖
早
6
2
　
J

〔

　

・

・

女
例
問
の
：
1
・
の
記
号
は
、
幻
即
の
別
室
不
す
・

・

　

〔

〔

一
説
4

．
土
井
忠
生
先
生
訳
注
ロ
イ
デ
ス
・
「
日
本
犬
文
典
」
　
第
一
巻
命
令
法
の
現
在
・

六
二
頁
第
一
段
参
編
．

附
紀⑳

大
研
究
は
、
昭
和
二
九
年
四
月
か
ち
昭
望
l
四
年
八
月
ま
で
に
お
こ
な
刊

た
隙
埋
調
査
の
資
料
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

●
北
陸
道
は
、
福
井
．
・
石
川
・
宵
山
・
新
潟
の
四
県
を
含
む
が
、
こ
の
研
究

で
は
未
調
査
の
若
狭
・
越
後
は
含
ん
で
い
な
い
。

●
こ
の
研
究
は
、
要
る
昭
和
三
〇
年
一
一
月
二
言
広
島
大
学
国
語
国
文
学

会
で
発
表
し
た
も
の
に
「
そ
の
枝
の
資
料
を
加
え
、
稿
を
改
め
だ
も
の
で
・

あ
る
。

○
当
駅
究
あ
た
っ
て
は
、
壷
原
先
生
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
御
指
導
を
た
ま
わ
っ

た
。
厚
l
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

ま
た
、
北
陸
各
地
の
人
々
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
と
御
親
切
な
助
力
を
い

た
だ
い
た
。
．
こ
こ
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
　
－

・
▲
．

昭
和
三
四
年
九
月
一
川
日
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